
増
え
る
が
、
そ
の
増
加
分
で
中
低

所
得
層
の
負
担
を
若
干
下
げ
る
こ

と
に
な
る
。
③「
国
民
健
康
保
険

料
の
軽
減
措
置
に
係
る
軽
減
判
定

所
得
の
見
直
し
」。
低
所
得
者
に

対
す
る
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減

措
置
の
対
象
世
帯
を
拡
大
す
る
た

め
、
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
拡

大
を
行
う
も
の
。
２
割
軽
減
の
対

象
と
な
る
の
は
、
例
え
ば
３
人
世

帯
で
給
与
収
入
が
約
２
７
４
万
円

と
な
り
前
年
対
比
約
８
万
円
の
拡

大
。
５
割
軽
減
は
３
人
世
帯
で
給

与
収
入
が
約
１
８
４
万
円
と
な
り

約
６
万
円
の
拡
大
と
な
る
。

　

い
ず
れ
の
改
正
に
つ
い
て
も
、

保
険
者
及
び
被
保
険
者
に
と
っ
て

有
益
な
改
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛

成
討
論
と
し
ま
す
。

今
回
の
改
正
の
問
題
は
、
賦
課

限
度
額
の
引
き
上
げ
で
あ
る
。

課
税
最
高
額
が
基
礎
分
で
１
万

円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
も
１
万

円
、
介
護
納
付
金
は
２
万
円
も
の

引
き
上
げ
と
な
る
。

自
営
業
者
や
年
金
受
給
者
の
命

と
健
康
を
守
る
国
保
だ
が
、
平
成

30
年
か
ら
は
国
保
財
政
の
運
営
を

都
道
府
県
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
国
保
料
負
担
の
平
準

化
も
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
国
保
料
を
低
く
押

さ
え
て
き
た
飛
騨
市
は
高
い
方
に

合
わ
せ
ら
れ
か
ね
な
い
。
今
回
の

引
き
上
げ
は
、
平
準
化
を
誘
導
す

る
厚
労
省
の
方
針
ど
お
り
で
あ

る
。
４
月
か
ら
毎
月
の
よ
う
に
物

価
の
値
上
が
り
が
続
き
、
市
民
生

活
も
営
業
も
た
い
へ
ん
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
た
め
に
消
費
税
を

神
岡
商
工
会
議
所
は
、
神
岡
町

公
民
館
の
指
定
管
理
者
と
し
て
当

館
に
事
務
所
を
構
え
て
き
た
が
、当

館
の
運
営
を
直
営
に
移
し
た
こ
と

に
伴
い
、当
館
に
引
き
続
き
事
務
所

を
構
え
る
こ
と
は
社
会
教
育
法
の

趣
旨
か
ら
も
適
性
を
欠
く
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
当

請
願
の
採
択
に
は
反
対
す
る
。

請
願
採
択
に
反
対
の
立
場
で
討

論
す
る
。
神
岡
町
公
民
館
の
目
的

外
使
用
を
今
後
も
引
き
続
き
神
岡

商
工
会
議
所
に
認
め
る
よ
う
請
願

が
提
出
さ
れ
た
。
公
民
館
は
、
社

会
教
育
法
に
基
づ
き
住
民
の
た
め

に
実
生
活
に
促
す
る
ゆ
り
か
ご
か

ら
墓
場
ま
で
の
学
校
教
育
を
除
く

乳
幼
児
学
級
や
青
少
年
教
育
、
家

庭
教
育
学
級
な
ど
生
涯
学
習
に
わ

た
る
学
術
・
文
化
等
各
種
の
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
行
う
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。

一
方
、
商
工
会
議
所
の
役
目
は

商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
・
発
達

に
資
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
る

団
体
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

事
務
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

は
、
公
民
館
の
目
的
外
使
用
に
あ

た
る
。

公
民
館
の
管
理
運
営
上
か
ら
も

問
題
が
生
じ
て
お
り
、市
は
、平
成

26
年
３
月
を
も
っ
て
神
岡
商
工
会

議
所
に
よ
る
指
定
管
理
を
終
了
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
市

は
、
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
振
興
事

務
所
の
中
に
耐
震
工
事
を
終
え
た

後
、
商
工
会
議
所
の
事
務
所
と
し

て
使
用
し
て
ほ
し
い
と
事
務
所
の

移
転
を
要
請
し
て
い
る
。

神
岡
町
民
に
と
っ
て
63
年
の
歴

史
あ
る
神
岡
商
工
会
議
所
は
大
切

な
団
体
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
市
は
公
民
館
の
目
的
に
沿
っ

て
事
業
の
内
容
を
充
実
し
た
い
と

の
意
向
も
あ
る
。
事
務
所
移
転
費

用
を
含
め
て
、
市
と
神
岡
商
工
会

議
所
が
穏
便
に
話
し
合
う
事
項
で

あ
り
、請
願
採
択
に
反
対
す
る
。

社
会
教
育
法
を
ど
う
運
用
す
る

増
税
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
よ
う
な
保
険
料
の
引
き
上
げ
は

市
民
に
到
底
認
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
条
例
改
正

に
は
反
対
す
る
。

　

改
正
の
内
容
は
３
つ
あ
る
。
①

「
高
額
医
療
費
共
同
事
業
及
び
保

険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
の
見
直

し
」。
国
保
保
険
者
の
都
道
府
県

化
を
見
据
え
て
、
都
道
府
県
内
の

市
町
村
国
保
の
財
政
の
安
定
化
及

び
保
険
料
の
平
準
化
を
図
る
も

の
。
こ
れ
ま
で
30
万
円
を
超
え

80
万
円
以
下
の
高
額
医
療
費
が
対

象
で
し
た
が
、
80
万
円
以
下
の
医

療
費
、
つ
ま
り
１
円
以
上
80
万
円

以
下
を
す
べ
て
対
象
と
し
、
市
町

村
間
の
格
差
を
縮
小
す
る
も
の
。

②「
賦
課
限
度
額
の
見
直
し
」。
被

保
険
者
間
の
保
険
料
負
担
の
公
平

性
の
確
保
及
び
中
低
所
得
層
の
保

険
料
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
。

限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
高
所
得
者
層
の
負
担
が
若
干
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か
だ
が
、
会
議
所
が
使
用
し
て
い
る

公
民
館
の
一
部
は
、
当
初
市
が
財
産

処
分
に
よ
る
転
用
を
し
た
の
に
、
今

は
一
年
間
の
目
的
外
使
用
の
許
可

と
し
て
い
る
。
財
産
運
用
の
手
続

き
上
、
お
か
し
く
な
い
か
。
市
は
公

民
館
の
一
部
を
財
産
処
分
し
、
そ
こ

を
会
議
所
の
設
置
場
所
に
転
用
し

た
も
の
を
、
い
つ
差
し
戻
す
手
続
き

を
し
た
の
か
。
た
と
え
元
に
戻
し

て
も
、
国
と
県
に
返
還
し
た
補
助
金

は
返
っ
て
こ
な
い
が
。

こ
と
の
経
過
を
調
べ
る
ほ
ど
に

行
政
の
矛
盾
も
露
出
し
て
い
る
。

こ
の
件
は
専
門
的
な
行
政
の
問
題

も
か
ら
み
、議
会
で
断
片
的
に
聞
い

て
も
、判
断
に
窮
す
る
。
議
員
個
々

の
認
識
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
素
直
に
市
民
団
体
の

請
願
の
趣
旨
を
受
け
と
め
採
択

し
、そ
の
後
、行
政
と
会
議
所
で
い

い
解
決
を
す
る
よ
う
願
う
。

こ
の
請
願
は
、
今
後
も
い
ま
ま

で
ど
お
り
神
岡
商
工
会
議
所
が
神

岡
町
公
民
館
に
事
務
所
を
開
設
さ

せ
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
。
飛
騨

市
と
会
議
所
の
双
方
の
見
解
と
考

え
を
聞
い
た
。
し
か
し
、
双
方
の

意
見
や
見
解
が
大
き
く
か
け
離
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
お
互

い
の
面
談
に
よ
る
話
し
合
い
が
ほ

と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
の
が
原
因

だ
と
考
え
る
。
市
は
生
涯
学
習
の

推
進
に
必
要
と
主
張
し
て
い
る

が
、昨
年
、生
涯
学
習
課
は
公
民
館

の
小
会
議
室
を
改
修
し
事
務
室
と

し
て
対
応
し
た
。
現
状
で
公
民
館

の
利
用
者
で
あ
る
市
民
か
ら
は
不

便
な
ど
不
満
の
声
は
聞
い
て
い
な

い
。
緊
急
放
送
設
備
や
計
器
が
会

議
所
の
事
務
室
に
あ
る
の
で
不
便

だ
と
の
理
由
で
あ
れ
ば
、
配
線
を

伸
ば
し
移
設
す
れ
ば
済
む
問
題
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
元
市
民
と
市

長
の
考
え
に
大
き
な
乖
離
が
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
平
成
18
年
第

３
回
定
例
会
９
月
議
会　

議
案
第

１
６
８
号
の
一
般
会
計
補
正
予
算

で
は
国
庫
支
出
金
償
還
金
と
し
て

１
８
２
万
３
千
円
が
可
決
さ
れ
、

補
助
金
返
還
が
完
了
し
て
い
る
。

補
助
金
返
還
が
完
了
し
て
い
る
事

実
を
考
え
れ
ば
、
現
在
の
会
議
所

の
事
務
所
部
分
は
公
民
館
法
の
部

分
か
ら
外
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

る
の
が
妥
当
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
神
岡
商
工

会
議
所
は
現
在
の
神
岡
町
公
民
館

の
使
用
に
問
題
は
な
い
と
考
え
、採

択
に
賛
成
と
し
討
論
と
し
ま
す
。
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※これ以外の案件等は全会一致で可決等されています。
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議案第85号　飛騨市国民健康保険条例
の一部を改正する条例について 原案可決 14：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ×

請願第3号　神岡商工会議所事務所移転
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※議長は裁決に加わりません。但し可否同数の場合は議長裁決となります。

議　員　名

議 案 名 等

６
月
議
会
は
神
岡
商
工
会
議
所

の
移
転
問
題
が
大
き
な
テ
ー
マ
と

な
り
、
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問

で
こ
の
問
題
を
追
求
。
本
会
議
の

最
終
日
に
動
議
が
出
さ
れ
、
同
じ

テ
ー
マ
で
委
員
会
が
２
回
開
催
さ

れ
る
等
波
乱
含
み
で
閉
会
。

翌
７
月
２
日
の
夜
、
古
川
町
公

民
館
で
古
川
町
と
町
づ
く
り
を
通

じ
て
20
年
来
の
交
流
が
あ
る
台
湾

の
町
づ
く
り
団
体「
新
港
文
教
基

金
會
」の
理
事
長
陳
錦
煌
さ
ん
一

行
18
名
の
歓
迎
会
に
出
席
し
、
約

80
名
の
参
加
者
全
員
で
手
を
繋
ぎ

大
き
な
輪
で
台
湾
の
ダ
ン
ス
を
踊

る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

池
田
高
佳
実
行
委
員
長
は
挨
拶

の
中
で
、
２
月
台
湾
で
の
展
覧
会

が
縁
で
神
岡
春
慶
と
の
商
談
が
進

ん
で
い
る
と
紹
介
。
先
人
が
20
年

前
に
蒔
い
た
交
流
の
種
が
、
人
だ

け
で
な
く
物
と
し
て
も
花
が
咲
き

始
め「
地
方
創
生
」の
ヒ
ン
ト
が
こ

こ
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

飛
騨
市
の
地
方
創
生
は
商
工
・

観
光
・
農
業
を
中
心
に
地
域
の

温
故
知
新
に
目
を
向
け
、「
民
間
の

力
」「
若
者
」「
女
性
」の
視
点
で
民

と
官
一
体
で
進
め
る
べ
き
と
確
信

し
ま
し
た
。�

（
野
村　

勝
憲
）

編
集
後
記

健康で  減らす医療費  増す寿命
飛騨市民病院　横山 昇一 氏作


